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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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２
日
は
目
頭
が
熱
く
な
る
。

「
大
日
本
帝
国
」降
伏
の
日
で

あ
り
、
欧
米
諸
国
の
Ｖ
Ｊ

デ
ー
だ
。
翌
３
日
も
戦
争
末

期
の
ド
サ
ク
サ
に
国
境
を
侵

し
た
ソ
連
や
中
国
の
戦
勝
記

念
日
▼
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、

戦
勝
国
に
再
び
占
領
さ
れ
、

タ
イ
王
国
を
除
き
植
民
地
へ

と
戻
っ
た
日
で
も
あ
る
。
こ

れ
ら
の
国
々
の
民
衆
は
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
に
代
表
さ
れ
る
独

立
戦
争
を
自
ら
起
こ
し
、
1

9
5
0
年
～
1
9
6
0
年
代

に
か
け
て
独
立
を
勝
ち
取
っ

た
▼
こ
の
日
を
境
に
近
代
と

現
代
を
区
別
す
る
国
も
多
い

が
、
日
本
で
知
る
ひ
と
が
少

な
い
の
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
意

図
的
な
操
作
の
た
め
か
▼
こ

う
し
た
意
義
深
い
日
に
こ
そ

冷
静
に
歴
史
を
俯
瞰
し
て
、

民
間
交
流
の
在
り
方
を
考
え

た
い
も
の
だ
。

　
８
月
　
日
15

は
「
戦
後
」

の
起
点
と
し

て
国
民
に
は

認
識
さ
れ
て

い
る
が
９
月

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

　
黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉外
か
ら
の
攻
め
で

は
眼
形
は
奪
え
ま
せ
ん
。

（
7
分
で
二
、
三
段
以
上
）

激
励
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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 第72回定期大会

国
公
労
連
九
後
書
記
次
長
、

全
税
関
松
崎
書
記
長
、
沖
縄

国
公
労
全
税
支
部
後
間
書
記

長
、
国
税
O
B
会
全
国
協
議

会
難
波
会
長

　
　（
敬
称
略
・
順
不
同
）

日
本
共
産
党
佐
々
木
憲
昭
衆

院
議
員
・
大
門
実
紀
史
参
院

議
員
、
全
労
連
、
全
国
革
新

懇
、
全
証
労
協
、
自
由
法
曹

団
、
年
金
者
組
合
、
国
民
救

援
会
、
全
商
連
、
総
理
府
労

連
、
農
民
連
、
全
農
協
労
連
、

全
司
法
、
通
信
労
組
、
全
日

赤
、
全
印
総
連
、
中
央
労
金
、

全
医
労
、
航
空
労
組
連
絡

会
、
特
殊
法
人
労
連
、
建
交

労
、
日
高
校
、
国
民
春
闘
共

闘
、
新
婦
人
、
国
税
中
国
、

全
労
働

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

   あらゆる差別と分断に反対し、

 全ての仲間と連帯して働きがいのある職場をつくろう！

　
全
国
税
は
８
月
　
日
か
ら
　
日
の
日
の
２
日
間
、
東
京
都
内
で
第
　
回
定
期
大

23

24

72

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
延
べ
１
５
８
名
が
参
加
し
、
賃
下
げ
違
憲
訴
訟

の
闘
い
、
管
理
運
営
事
務
や
調
査
・
徴
収
事
務
の
問
題
点
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
る
人
権

無
視
の
現
状
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
間
の
討
論
を
受
け
、
職
場
の
仲
間
に
対
し
、
全
国
税
の
運
動
と
組
織
へ
の
参

加
を
訴
え
る
大
会
宣
言
を
満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　
職
場
の
皆
さ
ん
、
引
き
続
き
全
国
税
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　阿部委員長あいさつ
　

　原発再稼働反対や憲法９条の改憲に反対し日本の平和を守る運動などの

国民的要求の前進のために多くの行動に結集してきました。

　これらの行動は大きな広がりをもって継続されています。

　国公産別の課題では、「賃下げ反対」の旗を掲げ、裁判闘争にも結集して

きました。裁判の結審は10月ですが、この裁判の成果で給与臨時特例法の

期限の３月末で７.８%の賃下げをやめさせることができました。

　残念ながら現給保障が打ち切られたために完全には元に戻りませんでし

たが、延長は許しませんでした。

　国税部内での要求では、管理運営部門の相談切り離し、個人、法人の調査

件数の削減、確申期での労働強化反対を掲げ当局に是正を求めてきました。

来年以降、消費税８％、さらには10％と上げられるにつれて、滞納増加も想

定されます。民主的な税制を実現させる課題とともに部内の労働強化反対

のたたかいを進めていく必要があります。

　７月の人事発令では全国で４名の６級ポスト発令を勝ち取りました。昨

年に比べ発令数は半分になっています。しかも、定年まで残り９ヵ月の組合

員には発令がありませんでした。当局は差別是正の姿勢に立っていません。

　一年間のたたかいの成果も出ています。　配転では、北海道で「昨年共働き

職員が地方にとばされたが、今年は是正があった」「遠距離通勤が一年で解消

された」など歓迎の声が上がっていることが報告されています。全国一劣悪

な配転に対し、地連が闘ってきた成果です。本部機関紙でも取り上げまし

た。

　再任用者の給与格付けについて前進を勝ち取りました。無年金期間が生

じることから今までの３級のみから４、５級にも拡大させました。６級特官

についてはそのまま改善とは評価できませんが、４級以上の定数拡大、運用

について差別は許さないという姿勢で要求をし続けていきたいと考えます。

害

涯

慨

碍
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 第
　
回「
全
国
税
・
沖
縄
国
公
労
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 全
税
支
部
協
議
会
定
期
大
会
」開
催

唖

愛

阿

挨
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大
会
は
労
働
歌
合
唱
か
ら

始
ま
り
、
冒
頭
志
し
半
ば
で

亡
く
な
っ
た
２
人
の
組
合
員

大
野
　
仁
（
東
海
）
さ
ん
と

西
原
　
靖
啓
（
近
畿
）
さ
ん

に
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
。
大
会

議
長
に
舘
代
議
員
（
東
京
・

中
支
部
）
と
、
上
田
代
議
員

（
近
畿
・
京
滋
支
部
）
が
選

　
国
公
労
連
九
後
書
記
次
長

　
暴
走
す
る
安
倍
政
権
の
、

戦
争
す
る
国
作
り
に
　
～
　

２０

３０

代
の
七
割
、
１
０
９
の
自
治

体
が
反
対
の
意
思
表
示
を
し

て
い
る
。

　
違
憲
訴
訟
は
　
月
　
日
に

１０

３０

判
決
が
あ
る
が
、
勝
利
判
決

に
向
け
引
き
続
き
署
名
活
動

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　
憲
法
が
生
き
る
社
会
、
誰

も
が
安
心
し
て
働
け
る
社
会

を
共
に
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
！

　
税
関
で
も
労
働
強
化

　
　
　
全
税
関
松
崎
書
記
長

　
国
税
の
e
‐
T
a
X
同
様

　
年
度
か
ら
I
T
化
が
導
入

27さ
れ
、
今
ま
で
は
イ
ン
ボ
ッ

ク
ス
で
の
手
作
業
業
務
が
、

画
面
処
理
に
変
更
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
入
管
事
務
の
　
時
24

間
化
に
よ
る
労
働
強
化
か

ら
、
メ
ン
タ
ル
で
悩
む
職
員

や
不
祥
事
が
あ
と
を
絶
た
な

い
。
同
じ
悩
み
を
共
有
し
、

こ
れ
か
ら
も
奮
闘
し
て
い
き

た
い
。

　
　
日
、
協
議
会
を
結
成
し

23
て
い
る
全
国
税
・
沖
縄
国
公

労
全
税
支
部
の
定
期
大
会
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
全
税
支
部
か

ら
、
後
間
書
記
長
（
協
議
会

評
議
員
）
が
参
加
し
、
沖
縄

の
職
場
の
状
況
や
、
基
地
問

題
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　
管
理
運
営
部
門
で
は
新
人

が
８
名
採
用
さ
れ
３
署
に
配

置
さ
れ
ま
し
た
が
、
職
員
比

で
は
　
％
を
占
め
、
事
務
に

25

支
障
を
来
た
し
て
い
ま
す
。

　
闘
い
の
中
で
管
運
の
職
員

が
カ
ン
パ
を
寄
せ
て
く
れ
、

責
任
組
合
と
し
て
奮
闘
し
て

い
ま
す
。

　
人
勧
に
対
し
て
は
、
来
年

４
月
か
ら
の
３
％
賃
下
げ
は

中
央
と
地
方
の
分
断
で
あ

り
、
大
型
は
が
き
抗
議
行
動

に
取
組
み
、
反
対
し
て
い

く
。
　
辺
野
古
移
転
反
対
闘
争
で

は
、
今
日
も
２
，
０
０
０
人

規
模
の
集
会
が
開
催
さ
れ
、

国
公
労
も
バ
ス
を
チ
ャ
ー

タ
ー
し
て
一
日
行
動
し
て
い

ま
す
。
全
国
か
ら
の
応
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

反
戦
平
和
・
労
働
条
件
改
善
・

組
合
差
別
解
消
で
さ
ら
な
る
前
進
を

第31回全税支部協議会定期大会であいさつする阿部代表委員

大
会
代
議
員
の
唱
和
に
よ
る
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
が
響
く

　
全
税
支
部
後
間
書
記
長

　
来
賓
の
方
々

寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

国
公
労
連
九
後
書
記
次
長

全
税
関
松
崎
書
記
長

来
賓
の
あ
い
さ
つ

賃
下
げ
違
憲
訴
訟
に
 

　
　
　
　
　
　
勝
利
を

任
さ
れ
、
２
日
間
の
熱
い
議

論
が
始
ま
っ
た
。
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大　会　宣　言
　安倍政権は特定秘密保護法の強行、武器輸出三原則の
撤廃、立憲主義を否定する解釈による集団的自衛権の行
使容認など、国民の声を無視して戦争をできる国づくり
へと暴走しています。また、数万人もの原発避難民を「放
置」し、原発事故の終息も見通せぬままで原発再稼働を進
め、あろうことか首相自らが「武器商人」を引き連れて
海外に原発や兵器を売り込んでいます。
　また、日本を「世界一企業が活動しやすい国」にする
として庶民に大増税を押し付ける一方で、法人税減税や
雇用のルールを破壊する労働法制の企みなど、大企業優
遇・国民生活無視の政策を推し進めています。
　この暴走政治に抗して、私たちは「憲法９条守れ」、「脱
原発」の運動に結集し、たたかってきました。この運動は
大きく広がり、集団的自衛権の行使反対、原発稼働反対の世論は日増
しに高まっています。
　税務の職場では調査事務量の確保という国税庁の指令のもと、個人
にも法人にも職場実態に目をつむったまま調査件数を押し付け、通年
で労働密度が高まり職員は精神的にも肉体的にも追い詰められていま
す。また、管理運営部門や課税内部担当者は定員が削減され事務精通
者も減少、当局の内部事務軽視の姿勢は税務行政を不安定にしていま
す。
　さすがに危機感を持った庁当局は、監督評価官による「内部事務一
元化の現状と今後の在り方」を報告しましたが、その内容は当局施策
肯定が基本で従事する職員の思いに応えていません。さらにパワハ
ラ・セクハラなどのハラスメントの事実も多く指摘されています。労
働強化が進行し職場が荒廃すれば職場のストレスは立場の弱い人に向
かっていく怖れもあります。
　全国税労働組合は、あらゆる差別・分断・ハラスメントを許さず、
誰もが安心して働きがいのある職場の実現に向けてたたかいを強めま
す。
　全国税労働組合は、民主的な税務行政の実現のためにすべての働く
仲間と連帯し、戦いを強めます。
　全国税労働組合は、戦費調達のための税務労働にはＮＯ！をつきつ
けます。
　税務の職場で働くすべての労働者が私たちと連帯して要求実現のた
たかいに参加するように呼びかけます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上宣言する
　　　２０１４年８月２４日　　　　 全国税労働組合第72回定期大会
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新
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【
中
央
執
行
委
員
長
】

阿
部
　
富
次（
埼
　
玉
・
再
）

【
副
中
央
執
行
委
員
長
】

真
貝
　
正
治（
埼
　
玉
・
再
）

稗
田
　
慶
三（
兵
庫
県
・
再
）

小
林
　
寛
昭（
東
京
南
・
再
）

倉
屋
　
賢
二
（
岐
　
阜
・
再
）

【
書
記
長
】

山
本
　
浩
二
（
東
京
中
・
再
）

【
書
記
次
長
】

塩
谷
　
亮
（
三
多
摩
西
・
新
）

【
中
央
執
行
委
員
】

長
沼
　
敦
志（
道
　
東
・
新
）

田
山
　
文
武（
岩
　
手
・
新
）

水
落
　
廣
之（
新
　
潟
・
再
）

山
道
　
外
誠
（
東
京
南
・
再
）

一
森
　
進
治
（
東
京
南
・
再
）

木
村
　
和
由
（
東
京
東
・
再
）

朴
木
　
昭
一（
東
京
西
・
再
）

高
橋
　
誠
（
東
京
南
・
再
）

池
野
谷
正
美（
愛
　
知
・
再
）

澤
田
　
孝
司（
富
　
山
・
再
）

松
本
　
純
治
（
南
大
阪
・
新
）

前
川
　
幸
徳（
愛
　
媛
・
再
）

【
会
計
監
査
委
員
】

北
村
　
満
男（
埼
　
玉
・
再
）

舘
　
　
豊
（
東
京
中
・
新
）

【
統
制
委
員
会
議
長
】

吉
岡
　
正
範（
千
　
葉
・
再
）

退
任
さ
れ
た
役
員

増
山
　
満
樹
（
東
京
西
）

豊
田
　
啓
子
（
神
奈
川
）

田
中
　
一
喜
（
東
大
阪
）

学
岳

較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較

〈
解
答
〉
黒
1
か
ら
3
、
5
の

捨
て
石
が
好
手
段
。
白
6
に

黒
7
で
白
死
で
す
。
黒
1
で

イ
は
白
1
で
白
生
き
。
黒
1

で
ロ
も
白
1
で
白
生
き
。
白

2
で
3
な
ら
黒
イ
で
白
死
で

す
。

各地の組合員から職場の現状報告

このままでは職場は崩壊する
 長
官
特
命「
内
部
事
務
一
元
化
の
原
状
と

 今
後
の
在
り
方
」（
報
告
書
）の
批
判
的
検
証

　
稗
田
副
委
員
長
か
ら
の
内

部
事
務
一
元
化
に
関
わ
る
庁

監
督
評
価
官
室
が
取
り
ま
と

め
た
長
官
特
命
特
別
監
督
報

告
書
（
以
下
報
告
書
）
の
問

題
点
の
報
告
を
受
け
、
管
理

運
営
部
門
の
組
合
員
を
中
心

に
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
局
と
も
定
員
が
削
減
さ

れ
る
中
、
国
専
の
新
人
一
律

配
置
が
拡
大
さ
れ
、
大
阪
局

で
は
管
理
運
営
の
定
員
が
　10

人
減
る
な
か
、　
人
か
ら
１

６０

８
０
人
に
増
加
。
専
科
生
の

集
中
配
置
の
弊
害
と
、
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
よ
る
フ

リ
ー
分
担
制
が
破
た
ん
し
、

職
場
は
混
乱
し
て
い
る
現
状

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
九
州
地
連
の
代
議
員
か
ら

は
、
管
運
職
員
６
名
の
内
１

名
は
短
時
間
再
任
用
者
、
１

名
が
新
人
と
い
う
人
員
構
成

の
中
で
、
元
々
の
事
務
系
の

人
が
従
事
し
て
仕
事
を
回
し

て
い
る
と
報
告
さ
れ
、
東
京

局
で
は
、
当
局
は
「
管
理
運

営
の
事
務
効
率
化
が
図
ら
れ

た
」
と
、
納
税
者
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
力
を
シ
フ
ト
。
余

剰
人
員
は
育
成
担
当
と
し
、

債
権
管
理
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
。
定
着
者
か
ら
３

年
で
育
て
る
計
画
の
報
告
や

札
幌
局
で
も
都
市
部
で
は
事

務
分
担
の
年
間
貼
り
付
け
が

出
て
い
る
と
、
全
国
税
の
闘

い
に
よ
る
当
局
の
対
応
の
変

化
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
執
行
部
か

ら
は
、
報
告
書
の
分
析
に
よ

る
原
状
つ
い
て
、
当
局
の
認

識
と
職
場
実
態
が
異
な
る
問

題
点
を
明
ら
か
に
し
、
本
部

機
関
紙
で
連
載
し
て
い
く
と

と
も
に
、
長
官
交
渉
で
引
き

続
き
追
及
し
て
い
く
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
局
で
調
査
件
数
の
ノ
ル
マ
横
行

　
東
京
局
で
は
昨
年
度
の
局

長
は
調
査
に
つ
い
て
組
合
の

指
摘
に
一
切
耳
を
貸
さ
な

か
っ
た
。
ま
た
、
庁
キ
ャ
リ

の
課
税
部
長
は
個
人
課
税
の

調
査
件
数
確
保
の
た
め
、
各

署
を
ま
わ
り
、
担
当
者
個
人

に
具
体
的
な
件
数
を
指
示
し

　
再
任
用
者
の
労
働
条
件
改
善

　
　
　
　
４
級
５
級
の
定
数
確
保
を

　
東
京
地
連
の
組
合
員
か

ら
、
再
任
用
６
級
導
入
時

に
、
採
用
時
に
差
別
を
入
れ

る
も
の
だ
と
、
正
面
か
ら
反

対
し
た
。
再
任
用
４
～
５
級

の
基
本
的
見
方
は
、
放
置
す

れ
ば
「
あ
ら
た
な
差
別
」
は

間
違
い
な
い
が
、
そ
こ
だ
け

で
固
辞
し
な
い
で
も
ら
い
た

い
。
再
任
用
の
４
～
５
級
は

上
席
・
徴
収
官
と
あ
ま
り
変

わ
ら
ず
、
今
で
も
や
っ
て
い

る
こ
と
。

　
年
金
の
無
支
給
と
支
給
と

は
決
定
的
に
違
う
。
そ
れ
ぞ

て
き
た
。
調
査
偏
重
は
庁
の

考
え
方
だ
と
の
発
言
や
、
法

人
調
査
件
数
は
予
約
が
遅
れ

た
せ
い
で
、
件
数
が
足
り
な

り
な
い
と
言
い
、
１
人
　
件
28

を
モ
デ
ル
に
と
言
わ
れ
た
署

れ
の
希
望
の
聞
き
取
り
は
、

す
で
に
再
任
用
さ
れ
て
い
る

人
と
、
こ
れ
か
ら
の
人
は
明

確
に
変
わ
っ
た
。

　
本
人
の
希
望
を
前
提
と
し

な
が
ら
、
４
～
５
級
の
定
数

を
た
く
さ
ん
取
っ
て
く
る
と

言
う
姿
勢
を
職
場
に
示
す
必

要
が
あ
る
と
、
今
後
の
た
た

か
い
に
対
す
る
提
案
が
あ
っ

た
。
　
北
海
道
地
連
の
代
議
員
か

ら
、
単
身
手
当
を
再
任
用
者

に
も
拡
大
す
る
と
人
勧
が
出

さ
れ
た
が
、
再
任
用
者
に
単

身
赴
任
が
発
令
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
、
反
対
す
べ
き

だ
。
単
身
手
当
支
給
よ
り

「
再
任
用
者
を
単
身
赴
任
さ

せ
る
な
」
と
要
求
し
て
い
く

べ
き
だ
と
発
言
が
あ
っ
た
。

　
関
信
地
連
の
代
議
員
か
ら

は
、
源
泉
調
査
件
数
は
前
年

　
件
の
計
画
で
今
事
務
年
度

２２は
　
件
が
局
か
ら
示
さ
れ

２６
た
。
重
点
は
こ
れ
ま
で
未
納

整
理
だ
っ
た
が
、
調
査
件
数

の
Ｖ
字
回
復
を
目
指
す
と
言

う
。
改
正
通
則
法
で
、
手
続

き
が
明
確
化
さ
れ
、
途
中
で

調
査
に
切
り
替
え
ら
れ
な
く

な
っ
た
結
果
、
調
査
件
数
が

減
っ
た
が
、
局
は
そ
れ
を
見

て
見
ぬ
ふ
り
。

　
出
張
し
づ
ら
い
日
も
調
査

に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
事

務
計
画
に
対
す
る
指
摘
も
必

要
だ
と
発
言
し
ま
し
た
。

も
あ
っ
た
と
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　
東
北
地
連
の
代
議
員
か
ら

は
去
年
の
統
括
官
会
議
で
は

一
切
件
数
の
話
は
な
か
っ
た

が
、
翌
日
一
方
的
に
メ
ー
ル

が
流
れ
て
き
た
。
局
長
交
渉

で
追
及
し
た
が
「
あ
く
ま
で

目
安
だ
か
ら
、
上
意
下
達
で

は
な
い
」
と
、
回
答
。
件
数

は
震
災
前
の
数
字
で
、
通
則

法
改
正
に
よ
る
考
慮
が
さ
れ

て
い
な
い
。

　
今
年
は
件
数
の
話
は
出
さ

れ
た
が
処
理
す
る
為
、
早
期

着
手
に
な
っ
て
い
る
。
仙
台

局
は
他
局
よ
り
、
１
件
当
た

り
１
日
多
い
ら
し
く
、
今
年

は
一
件
当
た
り
の
調
査
日
数

を
減
ら
し
件
数
を
増
や
す
方

針
に
な
っ
た
。
職
場
で
は
仕

事
に
追
わ
れ
飲
み
会
も
し
て

い
な
い
。
と
発
言
が
あ
り
、

各
局
と
も
件
数
に
追
わ
れ
、

ゆ
と
り
が
奪
わ
れ
て
い
る
。

　
大
会
で
は
、
管
理
運
営
部

門
の
連
調
官
の
自
殺
の
報
告

が
あ
り
、
ま
た
「
セ
ク
ハ
ラ

が
原
因
で
懇
親
会
が
中
止
さ

れ
た
ら
し
い
」と
の
発
言
や
、

後
を
絶
た
な
い
パ
ワ
ハ
ラ
が

報
告
さ
れ
、「
仕
事
が
厳
し

く
、
ゆ
と
り
が
な
く
な
っ
た

こ
と
で
職
場
が
荒
ん
で
い
る

こ
と
が
原
因
で
あ
り
、
職
場

を
注
視
し
て
い
く
べ
き
だ
」、

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

 自
殺
・
 

 ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶

 配
転
制
度
破
綻
寸
前
 

 定
住
で
働
け
る
職
場
を

　
札
幌
局
で
は
、
夫
婦
が
両

方
と
も
配
転
し
た
こ
と
で
、

妻
二
名
が
退
職
。
北
海
道
地

連
で
は
「
定
住
で
働
く
」
と

言
う
リ
ー
フ
を
作
り
、
当
局

を
追
及
。「
何
が
出
来
る
か

考
え
た
い
」
と
回
答
を
引
出

し
た
が
、
結
果
は
「
よ
り
一

層
の
身
上
把
握
に
努
め
る
」

に
と
ど
ま
っ
た
。

　
夫
婦
職
員
の
、
地
方
配
転

や
、
事
前
に
民
間
の
借
家
の

契
約
を
更
新
し
な
い
よ
う
に

と
耳
打
ち
さ
れ
る
等
、
一
定

の
是
正
は
見
ら
れ
た
が
、
相

変
わ
ら
ず
横
行
す
る
単
身
赴

任
や
た
ら
い
回
し
配
転
は
、

配
転
制
度
が
破
た
ん
寸
前
と

言
え
る
。
一
定
年
数
の
定
住

を
可
能
に
す
る
な
ど
、
要
求

し
て
い
く
と
、
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　
東
海
地
連
の
寺
坪
代
議
員

か
ら
、
庁
と
の
行
　
交
渉
に

（二）

関
信
地
連
の
組
合
員
と
参
加

し
た
。
国
税
労
組
で
も
や
っ

　
用
務
員
の
 

　
　
労
働
条
件
改
善
を

て
い
る
が
、
全
国
税
の
交
渉

は
も
っ
と
突
っ
込
ん
で
や
っ

て
い
る
。
本
部
機
関
紙
で
報

道
さ
れ
全
国
の
行
　
職
員
の

（二）

目
を
引
い
た
よ
う
で
、
国
税

労
組
の
行
　
委
員
会
の
議
論

（二）

も
呼
ん
だ
よ
う
だ
。
東
海
地

連
で
も
初
め
て
行
　
交
渉
を

（二）

実
施
し
た
。
機
関
紙
に
し
て

　
新
猶
予
制
度
の
対
応

　「
関
信
局
で
は
、
今
年
か

ら
納
付
折
衝
担
当
と
処
分
担

当
に
分
け
た
。
何
年
も
徴
収

を
や
っ
て
い
る
が
、
局
で
は

差
押
を
す
れ
ば
滞
納
が
減
る

と
思
っ
て
い
る
。
苦
情
処
理

は
誰
が
担
当
す
る
の
か
」
と

発
言
が
あ
り
、
東
京
局
で
は

「
新
猶
予
制
度
」
に
つ
い
て
、

会
議
で
徴
収
部
長
・
次
長
・

課
長
が
頭
を
切
り
替
え
ろ
と

配
っ
た
ら
、
か
な
り
の
反
響

が
あ
っ
た
。

　
交
渉
で
は
、
用
務
員
の
労

働
条
件
改
善
を
時
間
の
半
分

使
い
話
し
た
。
役
職
加
算
の

条
件
に
つ
い
て
、
国
税
労
組

も
言
わ
な
い
た
め
、
制
度
を

当
局
が
知
ら
な
か
っ
た
、
と

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

言
っ
て
い
た
と
、
発
言
が

あ
っ
た
。
大
阪
局
で
は
、

「
新
猶
予
制
度
」
対
し
「
ス
タ

ン
ス
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
、
局
に
よ
り
対
応
が

分
か
れ
て
い
る
。

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

報
告
す
る
稗
田
副
委
員
長

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

北
海
道
・
円
毛
代
議
員

　
小
林
副
委
員
長
・
東
京

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
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